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特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム

平成１８年度第２回常任委員会議事録

 １　日時：平成１８年８月２４日（木）午後５時０２分から午後９時０３分まで

 ２　場所：東京都千代田区大手町１－６－１大手町ビル２階２６６区ＪＰＦ事務局
　　　　　（クローズド審議も、ＮＧＯ、ゲスト及びオブザーバー退席のうえで同事務局）

 ３　出席者並びに定足数の確認
常任委員

　　　　ＮＧＯユニット：堀江良彰

　　　　ＮＧＯユニット：山本理夏（大西常任委員の代理）

外務省：上村司（第八号議案まで出席、退席後、町田秀明が代理）

日本経団連：斎藤仁

財団：石崎登（第５号議案から出席）

学識経験者：中村安秀

　　　アドバイザー

　　　　大和証券グループ本社：金田晃一

　　　　日本経団連社会貢献担当者懇談会：日比野亨

　　　理事

　　　　代表理事：長有紀枝

　　　ゲスト

　　　　ＵＮＨＣＲ：守屋由紀

　　　オブザーバー

　　　　外務省：町田

ＡＡＲ：坪井

ＡＤＲＡ：鈴木

　　　　ＢＨＮ：福島

ＣＡＲＥ：村松

ＩＣＡ：窪川

ＩＰＡＣ：池上

ＪＡＤＥ：田中、細井

ＪＡＲ：石川、桜井

　　　　ＪＥＮ：森、後藤

ＪＲＡ：伊藤、岡

ＫｎＫ：守谷、大竹

ＮＩＣＣＯ：折居

ＰＷＪ：中島、柴田

ＳＣＣ：川上

ＳＣＪ：田澤
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　　　　スマトラ評価報告書作成チーム：金

４　座長の選出

　　　本会座長として、外務省鈴鹿光次氏を全会一致で選出した。

 ５　審議事項
（１） 第一号議案：平成１８年度第４回評議会議事録の承認

事務局より、平成１８年度第４回議事録(案)が上程された。審議の結果、同案をもって当
該議事録とすることを全会一致で可決した。

（２） 第二号議案：平成１８年度第５回評議会議事録の承認

事務局より、平成１８年度第５回議事録(案)が上程された。審議の結果、同案をもって当
該議事録とすることを全会一致で可決した。

（３） 第三号議案：平成１８年度第６回評議会議事録の承認

事務局より、平成１８年度第６回議事録(案)が上程された。審議の結果、Ⅲ．議事２．の
文中「復旧支援のメニューも前倒しで助成対象」の最後に「（民間資金）」を挿入し、当該議

事録とすることを全会一致で可決した。

（４） 第四号議案：平成１８年度第７回評議会議事録の承認

事務局より、平成１８年度第７回議事録(案)が上程された。審議の結果、同案をもって当
該議事録とすることを全会一致で可決した。

（５）  第五号議案：パキスタン地震被災者支援にかかる事業計画の承認
助成申請にかかるクローズド審議を行い、審議の結果、全会一致で以下の通りとした。

① ＫｎＫ：青少年への教育及び生活支援（民間資金）

　　承認。

② ＪＡＤＥ：パキスタン・ムザファラバード市とその周辺部における被災弱者に対する自立

とエンパワーメント支援２（民間資金）

　　　　　　承認。

（６） 第六号議案：ジャワ島地震被災者支援にかかる事業計画の承認 
助成申請にかかるクローズド審議を行い、審議の結果、全会一致で以下の通りとした。

① ＣＡＲＥ：ジャワ島地震復興支援：保健衛生改善プロジェクト（民間資金）

　　事務局が人件費について整理することを条件に、承認。

② ＳＣＣ：小学校教科書配布事業・子ども達への精神的ケア事業（民間資金）

承認。

（７） 第七号議案：イラク人道支援にかかる事業計画の承認

助成申請にかかるクローズド審議を行い、審議の結果、全会一致で以下の通りとした。

ＰＷＪ：イラク北部における医薬品緊急支援（政府支援金）

承認。ただし、政府支援金による拠出を行うことについて、財源提供者である外務省の承
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認手続きを経ること。

（８） 第八号議案：レバノン人道支援にかかる基本方針の策定と初動調査の承認

ＪＥＮ、ＮＩＣＣＯ及びＰＷＪの連名により、政府支援金による事業実施に際しての安全確

保にかかる提案が説明され、現地治安状況に回復基調が認められるので早急に事業を開始すべ

きである旨の要請がなされた。

上村常任委員より、政府支援金を使用した事業実施の条件として、以下の提示がなされた。

①  次の条件を前提に政府資金を使用したＪＰＦの出動及び傘下ＮＧＯによる初動調査ミッ

ション派遣に同意する。ＪＰＦ事務局は傘下ＮＧＯの事業申請を順次受け付ける。

（ア）  個々の事業開始までに戦闘が再開され、事業予定地の安全が確保できなくなった場

合、ＮＧＯは事業開始を延期する。同様に事業開始後、戦闘が再開され安全が確保で

きなくなった場合には、ＮＧＯは直ちに邦人職員を引き上げた上で、可能な範囲で「退

避勧告」地域の外から遠隔操作方式によって事業を継続する。

（イ） （ア）の条件に資するため、ＪＰＦ傘下のＮＧＯは事業現地に邦人職員が不在とな

っても事業が継続できるよう、案件管理体制を整備する。

②  外務省が「退避勧告」の渡航情報を発出している間にあっては、「安全５原則」を適用す

る。

審議の結果、上村常任委員より提示された条件をもってレバノン人道支援にかかるＪＰＦの

基本方針とすることを可決した。

また、助成申請にかかるクローズド審議を行い、審議の結果、全会一致で以下の通りとした。

①  ＮＩＣＣＯ：レバノンにおける戦闘の被災者に対する支援活動の初動調査（政府支援金）

安全確保の対策を追加提出することを条件として、承認。ただし、政府支援金による拠

出を行うことについて、財源提供者である外務省の承認手続きを経ること。

②  ＰＷＪ：レバノン支援初動調査事業（政府支援金）

安全確保の対策を追加提出することを条件として、承認。ただし、政府支援金による拠

出を行うことについて、財源提供者である外務省の承認手続きを経ること。

（９） 第九号議案：東ティモール人道支援にかかる事業計画の承認

助成申請にかかるクローズド審議を行い、審議の結果、全会一致で以下の通りとした。

ＰＷＪ：東ティモール国内避難民支援事業（政府支援金）

承認。ただし、政府支援金による拠出を行うことについて、財源提供者である外務省の承

認手続きを経ること。

（１０）  第十号議案：スマトラ島沖地震被災者支援にかかる事業報告及び収支報告の承認

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。

①  ＡＤＲＡ：伝染病予防教育及び緊急支援物資配布事業（政府支援金）

　　承認。

②  ＡＤＲＡ：リトル・アンダマン緊急復興事業（政府支援金）

承認。

（１１）  第十一号議案：パキスタン地震被災者支援にかかる事業報告及び収支報告の承認

　　　　　審議の結果、全会一致で以下の通りとした。
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①  ＮＩＣＣＯ：パキスタン・キャンプ・ジャパンにおけるサービスデリバリー事業（政府

支援金）

　　承認。

②  ＪＲＡ：パキスタン地震被災者捜索事業（政府支援金）

　　　　　承認。

（１２） 第十二号議案：スーダン・ダルフール人道支援にかかる事業報告及び収支報告の承認

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。　

ＡＤＲＡ：西ダルフール北部における緊急給水施設建設および修繕事業（政府支援金）

承認。

（１３）  第十三号議案：スーダン南部人道支援にかかる事業報告及び収支報告の承認

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。

①  ＡＡＲ：スーダン南部初動調査事業（政府支援金）

承認。

②  ＡＤＲＡ：スーダン南部初動調査事業（政府支援金）

　　承認。

③  ＰＷＪ：スーダン南部初動調査事業（政府支援金）

　　承認。

④  ＪＰＦ：スーダン南部初動調査事業（政府支援金）

承認。

（１４） 第十四号議案：固定資産の保管及び継続使用の承認

①  ＪＥＮ：「ハンバントタ県における緊急生活用品配布事業」【保管】（政府支援金）

審議の結果、本事業で取得したノートブック型パソコン(Dynabook CX 3216/LMSWBB)に
ついて、スリランカにおけるＪＰＦ助成事業終了後、ＪＥＮ東京事務所にて保管し、今後

の緊急支援の際に活用することを全会一致で承認した。

②  ＪＥＮ：「ハンバントタ県における緊急生活用品配布事業」【継続使用】（政府支援金）

審議の結果、本事業で取得したノート型パソコン(IBM TC A50 PIV/E54)について、スリ
ランカにおけるＪＰＦ助成事業終了後、ＪＥＮがスリランカハンバントタ県において実施

する事業において継続使用することを全会一致で承認した。

　　

（１５）  第十五号議案：イラン南東部地震被災者支援にかかる民間寄付金の収支決算及び残余

金を緊急支援準備金に繰り入れることの承認

審議の結果、本収支決算と当該残余金１６，０５８，８３４円を緊急支援準備金に繰り入

れることを全会一致で可決した。

内訳

収入の部：１７１，９２６，５８２円

　　事業特定寄付金（個人）：４，８０４，９５４円

　　事業特定寄付金（企業・団体）：１６７，１２１，６２８円

支出の部：１５５，８６７，７４８円

助成事業：１３４，１９０，２７０円

ＮＧＯ支援活動事業：４，２４４，５７１円
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運営費繰入：１７，４３２，９０７円

収支差額：１６，０５８，８３４円

　　　　　

６　協議・報告事項

（１） 政府支援金及び民間資金の財務状況について

　　　事務局より、政府支援金及び民間資金の財務状況にかかる報告がなされた。

（２） 事業計画変更の報告

事務局より、事業計画変更の報告がなされた。

（３） メール審議による承認内容の報告

事務局より、メール審議による承認内容の報告がなされた。

（４） スーダン・ダルフール人道支援事業にかかるＳＣＪ事業計画申請の取下げについて

ＳＣＪより、平成１８年度第５回評議会において、セーブ・ザ・チルドレン・アライアン

ス内での本事業におけるＳＣＪのオーナーシップ（企画立案、現地実施体制{予算執行権、
人事権等}、ＳＣＪ本部職員の派遣）を事務局と最終調整したうえで、メール審議に付すこ
ととした「西ダルフール州における緊急水と衛生事業」の事業計画について、事業執行体制

の確立において現地責任者として適切な本部職員を派遣することが出来ないので、本申請を

取下げる旨の報告がなされた。

（５） スマトラ島沖地震被災者支援事業の評価報告書について

　　　　　　スマトラ評価報告書作成チーム金氏より、当該評価報告書の報告がなされた。協議の結果、

今次評価報告書の内容を今後の助成事業に活かしていくことを念頭に、改めて時間を設けて

議論を行うこととし、継続協議とした。

（６） 助成審査委員会について

助成審査委員会の設置について、協議の結果、助成審査機能を充実させることは必須であ

ることを確認し、その設置を可及的速やかに実現すべく、必要な準備を進めるよう事務局に

指示した。

（７） メディア報道について

事務局より、８月８日午後３時のＮＨＫニュースと、同日シンガポール国際放送のNews 
Asiaにより、レバノン支援決定の報道がなされた旨の報告がなされた。

（８） ＪＰＦ活動報告と予定について

事務局より、ＪＰＦ活動報告と予定の報告がなされた。

（９） スーダン南部人道支援にかかる審査について

　　　　　　堀江常任委員より、平成１８年度第５回評議会において審議がなされたスーダン南部緊急

人道支援にかかる４事業計画について、外務省の承認手続きに時間を要したことについて、

８月２３日に当該ＮＧＯと外務省、事務局が意見交換を行った旨の報告がなされた。また、
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審査の時間短縮と効率化のため、助成審査委員会設置とガイドライン策定を、優先度を附し

て早急に進めていくことを確認した。

（１０） 次回常任委員会の開催日時・会場について

次回常任委員会は、９月２６日午後５時からＪＰＦ事務局において開催することとした。

　　

以上


